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本当に、目まぐるしくいろいろな発見のある発掘現場です。今回は、またまた縄文時代に戻り

ます。本当にこの遺跡はスゴイ・・・。№26 で土器・石器・土偶などが廃棄され始めたのが

井戸尻式だというお話をしましたが、まー本当にいろいろ出てきます。ミニチュア土器の完全

な形のものがもうすでに４点も出ています。とても日常で使うとは考えられないので、何か特

殊な使われ方でもしたのではないかと考えられています。貴重な資料が出てくるのはいいのだ

けど、長い年月のお陰でもろくなっているのが困りモノです。頭痛の種です！誰か助けて～！ 

ｼｽﾞﾘ：なんだか、とっても小さい土器が出ているみたいだよ！ 

ﾏ ｷ：ミニチュア土器っていわれているものだよ。普通の土器に比べるととて

も小さいよね。しかも、作りもなんだか粗雑なものが多いね。中には模

様が付いていて丁寧に作っているのもあるみたいだけど・・。 

ｼｽﾞﾘ：こんな小さいものを一体何のために使ったんだろうね？子供の遊び道具

かな？それとも調味料でも入れていたのかな～？ 

ﾏ ｷ：・・・。発見されているところが、廃棄場でしかも土偶や石棒なんかと

一緒に出てくるくらいだから、日常的に使われるものじゃないような気

がするんだけど・・。 

ｼｽﾞﾘ：それじゃあ、やっぱり大きな岩の周辺でお祭りが行われていたのかな？ 

ﾏ ｷ：これだけ調査が進んでくるとそんな気がするよね。 

ｼｽﾞﾘ：ミニチュア土器を置いて、土偶の壊した部分を持ち込んで、さらには土

器や石器を捨てて、しかも火をたいて、祭りをしたんだろうね。何を願

って、祭りをしたんだろうね？やっぱり土偶や石棒がヒントになるのか

な～？ 

ﾏ ｷ：そーだね。でも、いろいろと検証しないと単なる想像の世界で終わっち

ゃうから、これからの検証が大変そうだね！（つづく） 

本当に小さい土器です。指先に収まるくら

いだよ！模様のない粗雑なものもあれば、

大きな土器と同じような模様の付いたも

のもあるんだよ！ 

不思議なものが９日に発掘されました！丸くて平べ

ったくて、真ん中に小さな穴のあいている土製品（ど

せいひん）だよ。よく見ると何か模様が描かれている

よ！一体どんなことに使われたんだろうね？大きな

岩の周りで女夫石縄文人は一体どんなことをしてい

たんだろうね。想像すると面白いよね！ 


